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アジェンダ

１．中央教育審議会大学分科会大学教育部会（審議まとめ）審議 審議

「予測困難な時代において生涯学び続け、主体的に考える力を
育成する大学へ」

２．改正学校教育法施行規則第百七十二条の二
（平成23年4月1日）（平成23年4月1日）

３．大学教育をPDCAサイクルに基づいて「見える化」する
ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー

４ IR (I tit ti l R h) 機能を担う体制の整備４．IR (Institutional Research) 機能を担う体制の整備

５ 情報公表を実現するICT環境とは５．情報公表を実現するICT環境とは



１．１．中央教育審議会大学分科会大学教育部会（審議まとめ中央教育審議会大学分科会大学教育部会（審議まとめ））

「「予測困難な時代において生涯学び続け予測困難な時代において生涯学び続け、主体的、主体的に考える力をに考える力を
育成する大学育成する大学育成する大学へ」育成する大学へ」

２ 改正学校教育法施行規則第百七十二条の二２．改正学校教育法施行規則第百七十二条の二
（平成23年4月1日）

３．大学教育をPDCAサイクルに基づいて「見える化」する
ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー

４．IR (Institutional Research) 機能を担う体制の整備

５．情報公表を実現するICT環境とは

高等教育のユニバーサル段階の中で学士課程高等教育のユ バ サル段階の中で学士課程
教育の質的転換を大学と社会が共有する

１）学修時間を増加 確保し 質的転換の好循環を作り出す１）学修時間を増加・確保し、質的転換の好循環を作り出す

• 教育課程の体系化

• 組織的な教育の実施• 組織的な教育の実施

• シラバスの充実

• 教学マネジメントの改善

２）大学情報を積極的に発信し、改革サイクルを確立する

• 学生の学修到達度の測定：アセスメントテスト、ルーブリック

• 学生の学修行動の調査：学修行動調査

評価手法の研究 開発と評価に関する知見の普及と共有• 評価手法の研究・開発と評価に関する知見の普及と共有

３）大学ポートレート（仮称）構想３）大学ポ トレ ト（仮称）構想

• 認証評価機関や大学団体等が参画する大学「教育情報」データベース



１．中央教育審議会大学分科会大学教育部会（審議まとめ）

「予測困難な時代において生涯学び続け、主体的に考える力を
育成する大学育成する大学へ」

２２ 改正学校教育法施行規則第百七十二条の二改正学校教育法施行規則第百七十二条の二２２．改正学校教育法施行規則第百七十二条の二．改正学校教育法施行規則第百七十二条の二
（平成（平成2323年年44月月11日）日）

３．大学教育をPDCAサイクルに基づいて「見える化」する
ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー

４．IR (Institutional Research) 機能を担う体制の整備

５．情報公表を実現するICT環境とは

学校教育法施行規則に追加された大学の教育情報公表の義務

第172条の２ 大学は、次に掲げる教育研究活動等の状況につ
いて情報を公表するものとするいて情報を公表するものとする。

２ 大学は前項各号に掲げる事項のほか、教育上の目的に応じ
学生が修得すべき知識及び能力に関する情報を公表するよう努
めるものとするめるものとする。

３ 第1項の規定による情報の公表は、適切な体制を整えた上で、

刊行物への掲載、インターネットの利用その他広く周知を図るこ
とができる方法によ て行うものとするとができる方法によって行うものとする。



第172条の２ 大学は、次に掲げる教育研究活動等の状況に
ついて情報を公表するものとするついて情報を公表するものとする。

• 大学の目的・組織・機能について

１．大学の教育研究上の目的に関すること

２．教育研究上の基本組織に関すること

３．教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること教員組織、教員 数 各教員 有する学位及 業績 関する

• 大学の現況を示す数値情報として

４ 入学者に関する受入方針および入学者の数 収容定員及び在学する学生の数 卒４．入学者に関する受入方針および入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒
業または修了した者の数並びに進学者及び就職者数その他進学及び就職等の状況に
関すること

７．校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること７．校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること

８．授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関すること

• 教育の方法と学修状況・成果の評価基準について教育の方法と学修状況 成果の評価基準について

５．授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること

６．学習の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること

９ 大学が行う学生の修学 進路選択及び心身の健康等に関すること９．大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に関すること

３ 第1項の規定による情報の公表は、適切な体制を整えた上

で 刊行物への掲載 インターネットの利用その他広く周知を図で、刊行物への掲載、インタ ネットの利用その他広く周知を図
ることができる方法によって行うものとする。

1. 教育スキームの「見える化」

• 教育プログラムをPDCAサイクルに基づいて展開する

• 学習達成度（アウトカムズ）を意識したルーブリックを設
定する

2. 規程の整備

• 情報公表のための責任所在を明確にする

• 大学情報公表のための規程を制定する

3. 広報活動の活性化広報活動 活性化

• FD・SD・IR活動のなかで情報の共有化を図る

• ICT環境を整備し 情報リソースの構築・運用を容易に• ICT環境を整備し、情報リソ スの構築 運用を容易に
する



１ 中央教育審議会大学分科会大学教育部会（審議まとめ）１．中央教育審議会大学分科会大学教育部会（審議まとめ）

「予測困難な時代において生涯学び続け、主体的に考える力を
育成する大学へ」育成する大学へ」

２．改正学校教育法施行規則第百七十二条の二
（平成23年4月1日）

３ 大学教育を３ 大学教育をPDCAPDCAサイクルに基づいて「見える化」するサイクルに基づいて「見える化」する３．大学教育を３．大学教育をPDCAPDCAサイクルに基づいて「見える化」するサイクルに基づいて「見える化」する
ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシーディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー

４．IR (Institutional Research) 機能を担う体制の整備

５．情報公表を実現するICT環境とは

学修・教育目標を学科ごとに設定する学修 教育目標を学科 とに設定する

目標
コ ド アウトカムズコード アウトカムズ

Ａ
地球的視点から多面的に物事を考えるシステム思考と
その素養（広い視野）その素養（広い視野）

・

・

・

Ｆ
学際的チームで仕事をするための能力（チーム活動能
力）

・

・

・



授業科目がどの目標に該当するかを定め、授業科目がどの目標に該当するかを定め、
その目標を達成するための行動特性を科目

単位に設定する単位に設定する

目標 行動特性目標
コード

行動特性
コード 行動特性

Ｆ

０１ 多分野の人とコミュニケーションができる

Ｆ

０２ チームで協力して活動できる

行動特性ごとに評価基準を５段階で明示する

行動特性
コード

評価 ルーブリック
消極的に活動し アイデアを出さなかった 他人の発言

１
・消極的に活動し、アイデアを出さなかった。他人の発言
を尊重しなかった。 ・自分の専門以外の分野に関心を
持たず、理解しようとしなかった。

２ 中間

・積極的にアイデアを出した。他人の発言を聴き、尊重し

０１
３

積極 を 。他 発言を聴 、尊
た。 ・自分の専門以外の分野に関心を持ち、積極的に
理解しようとした。 ・自分の専門以外の分野に関心を持
ち、積極的に理解しようとした。ち、積極的に理解しようとした。

４ 中間

積極的にアイデアを出した 他人の発言を聴き 尊重し

５

・積極的にアイデアを出した。他人の発言を聴き、尊重し
た。 ・自分の専門以外の分野に関心を持ち、積極的に
理解しようとした。 ・自分の専門以外の分野を体系的に

努 適 策理解しようと努め、意見をまとめ、最適の問題解決策を
得るための活動をした。



PLANPLAN
• ディプロマポリシー （卒業認定、学位授与に関する方針）

ル ブリ クを設定し学生個々の学習達成目標を定量的に示すルーブリックを設定し学生個々の学習達成目標を定量的に示す

DODO
• アドミッションポリシー （受験生に求める能力、適正等についての考

え方をまとめた入学者受入方針）

• カリキュラムポリシー （教育課程の編成方針）

学生個々のキャリアパスを念頭におき、リベラルアーツ教育と専門
課程の組合せを軸として体系的なカリキュラムを構築する課程の組合せを軸として体系的なカリキュラムを構築する



CHECKCHECK
• アセスメント （個人の状態像を理解し，必要な支援を考えたり，将来の行動を予測した

り，支援の成果を調べる）

学生個々の学習達成度（アウトカムズ）をルーブリックに基づいて定量的に示す

ACTIONACTION
• 教育手法、カリキュラムの改善

GPAの活用による教育指導

シラバスの改善シラバスの改善



芝浦工業大学の教育PDCAサイクルを俯瞰する

*９つの教育目標
1. グローバル活動能力

社会 対する責任 技術者倫理お び実務知識 認識とそ 応 能力2. 社会に対する責任・技術者倫理および実務知識の認識とその応用能力
3. 基礎科学の知識と応用能力
4. 専門知識と応用能力
5. デザイン能力
6. 業務遂行能力
7 生涯継続学習能力7. 生涯継続学習能力
8. コミュニケーション能力
9. チーム活動能力

１ 中央教育審議会大学分科会大学教育部会（審議まとめ）１．中央教育審議会大学分科会大学教育部会（審議まとめ）

「予測困難な時代において生涯学び続け、主体的に考える力を
育成する大学へ」育成する大学 」

２．改正学校教育法施行規則第百七十二条の二
成 年（平成23年4月1日）

３ 大学教育をPDCAサイクルに基づいて「見える化」する３．大学教育をPDCAサイクルに基づいて「見える化」する
ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー

４．４．IR (Institutional Research) IR (Institutional Research) 機能を機能を担う担う体制の整備体制の整備

情報 表を実現する 環境とは５．情報公表を実現するICT環境とは



IR体制 ≒ 大学版ビッグデータIR体制 ≒ 大学版ビッグデ タ

1. 教育・学習支援システム

• 基幹データベース：統合データベースシステム

• 教学系サブシステム：
カリキュラムマップ作成支援システムカリキュラムマップ作成支援システム

電子ポートフォリオシステム

MIMA Search

2. FD・SD ＋IR活動

• 教育イノベーション推進センター

様々な教育に関する定量的データを収集整理し、統合データベースを構
築する

各種の教育施策に対応して収集したデータを分析・加工し、迅速な意志
決定を支援する決定を支援する

大学ポートレート（仮称）構想
認証評価機関や大学団体等が参画する大学「教育情報」データベース

１）期待される効果

• 大学が自らの活動状況を把握・分析し、質の保証と向上に資する

• 大学の多様な教育研究活動を国内外の受験生・自治体・産業界に向
けて分かり易く発信する

• 大学間で共通的な公表の仕組みを作り 業務負担を軽減する• 大学間で共通的な公表の仕組みを作り、業務負担を軽減する

２）課題２）課題

• 大学の機能分化、特色・個性を踏まえた情報の公表が可能か

• 数値データの公表が単なる大学ランキングの指標となる可能性がある数値デ タの公表が単なる大学ランキングの指標となる可能性がある

• 大学を実態に即して“評価・選択”する能力が要求される



１ 中央教育審議会大学分科会大学教育部会（審議まとめ）１．中央教育審議会大学分科会大学教育部会（審議まとめ）

「予測困難な時代において生涯学び続け、主体的に考える力を
育成する大学へ」育成する大学へ」

２．改正学校教育法施行規則第百七十二条の二
（平成23年4月1日）

３ 大学教育をPDCAサイクルに基づいて「見える化」する３．大学教育をPDCAサイクルに基づいて「見える化」する
ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー

４．IR (Institutional Research) 機能を担う体制の整備

５．情報公表を５．情報公表を実現実現するするICTICT環境とは環境とは

ICTを活用した情報公表の実現

1. ユビキタスな情報インフラの構築

• ７サイト＋Internet Exchangeを結ぶメッシュ型高速学内LANを整備

• 学内情報を一括管理する統合データベースシステムを構築

• ネットワークブート型事務情報端末を全事務室・研究室に配備• ネットワークブート型事務情報端末を全事務室・研究室に配備

2. 教職協働を意識したファイルシステムの開発

• Web型アプリケーションの開発によるデバイス依存度の軽減Web型アプリケ ションの開発によるデバイス依存度の軽減

• 電子証明書、ICカード型職員証、生体認証の組合せによるセキュリ
ティの強化

3. 情報公表を実現する運用体制の整備

• 学校法人芝浦工業大学情報公表等規程

公表内容 責任体制の明確化と広報部門の機能強化公表内容・責任体制の明確化と広報部門の機能強化

• 教育イノベーション推進センター

FD・SD・IRの各機能を一体推進する全学的組織各機能を 体推 す 学 組織



おわりにおわりにおわりにおわりに

ユニバーサル化・グローバル化する大学においてユニバーサル化・グローバル化する大学においてユニバーサル化・グローバル化する大学においてユニバーサル化・グローバル化する大学において

1. 情報公表は国際社会全体に対する義務である

2. 情報公表のために適切な環境・体制をつくる

3 情報公表では正確な情報を伝える3. 情報公表では正確な情報を伝える

4. 情報公表により社会の適正な評価を受ける

ICTICTは情報公表を実現するためには情報公表を実現するためにICTICTは情報公表を実現するためには情報公表を実現するために

不可欠なプラットホーム不可欠なプラットホーム不可欠なプラットホ ム不可欠なプラットホ ム

ご静聴、ありがとうございましたご静聴、ありがとうございましたご静聴、ありがとうございましたご静聴、ありがとうございました


